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新型コロナウイルス感染症の第 8 波もようやく落
ち着きをみせ，3 月 13 日からはマスク着用も個人の
判断になりました。社会が活気と落ち着きを取り戻し
ていき，お花見も解禁されることは大変うれしいこと
ですが，医療者にとっては状況が大きく変わるわけで
はなく，引き続き気を引き締めて業務にあたらなけれ
ばなりません。思えば，未知の感染症の蔓延は今後も
あり得るわけで，パンデミック前と全く同じ気持ちに
はなれないというのも正直なところです。

コロナ禍の間に働き方改革もあり，今後は本格的に
長時間労働が制限されますが，専修医教育に関する自
己研鑽と労働の線引きは，自分たちが研修していたこ
ろとは全く異なるため，教育する側としては難しさを
感じます。昨今では ChatGPT に関して，学生教育
や研究者の論文作成への利用をどのように認めていく
かが話題になっていますが，さまざまな分野における
AI 活用の流れは止められるわけもありません。新し

い流れをどう捉え，新技術をどう活かしていくか，組
織や指導者の手腕が問われているように感じます。

さて，今回の特集は「わかりやすい オートファ
ジーと眼疾患」です。オートファジーなど，学生のと
き以来，離れてしまっている先生方も多いと思います
が，眼科領域でも重要な生理機能であることが報告さ
れています。本特集では，水晶体，加齢黄斑変性，緑
内障，網膜神経節細胞，角膜についてこの領域の知見
を解説いただきました。“とっつきにくい” ところも
あるかもしれませんが，ぜひご一読ください。また，
綜説は「緑内障眼の黄斑手術」と「近視進行の分子細
胞生物学的メカニズム」「COVID-19・COVID-19
ワクチンと視神経炎」という臨床のトピックを大変わ
かりやすくまとめていただいています。

先生方におかれましては，診療の際の知識の整理と
アップデートに本号を活用いただければ幸いです。
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